
◆ 中 学 校 区 を 最 大 の 範 囲 と す る 各 地 区 の コ ミ ュ

ニ テ ィ 強 化 に 向 け て 、 地 域 づ く り ア ド バ イ

ザ ー の 派 遣 や 地 域 活 動 へ の 支 援 の ほ か 、 市 民

と 行 政 が 協 働 で 地 域 の 自 主 的 な 活 動 を 支 援 す

る た め の コ ー デ ィ ネ ー ト 役 と な る 地 区 コ ミ ュ

ニ テ ィ 支 援 員 の 設 置 を 進 め て い ま す 。

◆ 地 域 資 源 を 活 用 し た 取 組 を 進 め る 地 域 に お い

て 、 地 域 お こ し 協 力 隊 の 受 入 を 進 め る こ と で 、

地 域 お こ し 協 力 隊 の 活 動 に よ る 地 域 活 性 化 に

取 り 組 ん で い ま す 。

◆ 男 女 共 同 参 画 意 識 の 醸 成 を 図 る た め 、 少 人 数

制 に よ る ス テ ッ プ ア ッ プ セ ミ ナ ー を 開 催 す る

な ど 、 地 域 ・ 世 代 ご と に 関 心 の 高 い テ ー マ を 掲 げ た 啓 発 を 実 施 し て い ま す 。

現 状

令 和 ２ 年
（ 2 0 2 0 ）

令 和 元 年
（ 2 0 1 9 ）

平 成 3 0 年
（ 2 0 1 8 ）

平 成 2 9 年
（ 2 0 1 7 ）

平 成 2 8 年
（ 2 0 1 6 ）

3 0. 1

1 1. 3

3 1. 4

9. 6

3 4. 5

9. 5

3 2. 5

8. 3

3 0. 5

5. 3

審 議 会 ・ 委 員 会 な ど の 公 募 委 員 の 割 合

審 議 会 ・ 委 員 会 な ど の 女 性 委 員 の 割 合

（ % ）

0. 0

2 0. 0

1 0. 0

3 0. 0

4 0. 0

5 0. 0

（ 年 度 ）

■ 審 議 会 ・ 委 員 会 な ど の 女 性 委 員 ・ 公 募 委 員 の 割 合

資 料 ： 宍 粟 市 調 べ

め ざ す
ま ち の 姿

市 民 や 多 様 な 団 体 が 様 々 な ま ち づ く り の 分 野 に 積 極 的 に 参 画 し 、 男 女 共 同 の も と 、 共

に 考 え 、 責 任 を 担 う こ と に よ り 、 市 民 自 ら が よ り 住 み や す く 自 分 ら し く 生 き る こ と の

で き る ま ち づ く り に 自 主 的 に 取 り 組 む 自 主 自 立 が 確 立 さ れ た ま ち を め ざ し ま す 。

課 題

◇ 市 民 の 生 活 ス タ イ ル の 多 様 化 と と も に 、 人 口 減 少 と 少 子 高 齢 化 の 影 響 に よ り 、 地 域 に お け る 担 い 手

の 負 担 が 増 加 し て お り 、 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ の 希 薄 化 が 進 ん で い ま す 。

◇ 市 民 参 画 に よ る 真 に 住 み や す い ま ち づ く り を 進 め る た め 、 参 画 と 協 働 に 関 す る 意 識 の 醸 成 や 、 地 域

コ ミ ュ ニ テ ィ の 活 性 化 に 向 け て 、 地 域 活 動 の リ ー ダ ー や そ の 後 継 者 と な る 人 材 の 育 成 が 必 要 で す 。

◇ 高 校 生 な ど が 、 将 来 の 地 域 活 動 の 担 い 手 と し て 、 学 生 の 間 か ら 地 域 に 関 わ り を 持 ち 、 関 心 を 高 め て い

く こ と が 必 要 で す 。

◇ 男 女 共 同 参 画 社 会 の 形 成 に 向 け た 意 識 づ く り な ど に 取 り 組 ん で お り 、 個 人 に お け る 男 女 共 同 参 画 の

考 え 方 は 浸 透 し つ つ あ る も の の 組 織 や 団 体 に お い て は 性 別 に よ る 役 割 分 担 の 風 土 が 残 っ て い ま す 。

◇ 共 働 き 家 庭 が 増 加 す る 中 、 多 く の 人 が や り が い や 充 実 感 を 感 じ な が ら 働 く 一 方 で 、 子 育 て ・ 介 護 の 時

間 や 、 家 庭 、 地 域 、 自 己 啓 発 な ど に か か る 個 人 の 時 間 が 持 て る 豊 か な 生 活 が で き る 社 会 的 な 仕 組 み づ

く り が 求 め ら れ て い ま す 。

個 別 施 策 の 方 向 性 と 主 な 取 組 　 （ ★ は 総 合 戦 略 事 業 に 関 連 す る 取 組 ）

① 自 主 自 立 の ま ち づ く り （ ★ ）

≪ 施 策 の 方 向 性 ≫
　 市 民 一 人 ひ と り が 地 域 の 抱 え る 課 題 に つ い て 考 え 、 ま ち づ く り に 主 体 的 に 参 加 す る 意 識 の 醸 成 と ま ち づ く

り に 参 画 す る 機 会 の 創 出 を 促 進 し ま す 。

第 3 章 
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ま ち づ く り 指 標

指 標 名 単 位 現 状 値 （ R 2 ） 目 標 値 （ R 8 ） 数 値 の 出 所 （ 算 出 方 法 ）

審 議 会 ・ 委 員 会 な ど の 女 性 委 員 の 割 合 ％ 3 1. 4 3 8. 8 担 当 課 保 有 の 管 理 台 帳

【 目 標 値 の 考 え 方 】 本 市 に お け る 推 進 状 況 や 、 県 内 類 似 団 体 な ど の 目 標 値 を 参 考 に 設 定 。

宍 粟 市 役 所 に お け る 女 性 管 理 職 の 割 合 ％ 1 7. 9 1 8. 8 担 当 課 保 有 の 管 理 台 帳

【 目 標 値 の 考 え 方 】「 第 ２ 次 宍 粟 市 男 女 共 同 参 画 プ ラ ン 」 に お け る 目 標 値 　 「 令 和 ６ 年 度 : 1 8. 0 ％ 」 ⇒ 「 令 和  1 1  年 度 : 2 0. 0 ％ 」

地 区 コ ミ ュ ニ テ ィ 支 援 員 の 受 入 団 体 数 団 体 ２ ５ 担 当 課 保 有 の 管 理 台 帳 （ 年 度 末 ）

【 目 標 値 の 考 え 方 】 令 和 ３ 年 度 以 降 は ２ 年 で １ 団 体 程 度 増 や し て い く 。

地 域 お こ し 協 力 隊 員 の 受 入 人 数 【 累 計 】 人 1 2 1 8 担 当 課 保 有 の 管 理 台 帳

【 目 標 値 の 考 え 方 】 現 状 値 を 基 準 に １ 年 度 に つ き １ 人 以 上 の 着 任 を め ざ す 。 ※ 隊 員 の 任 期 終 了 後 の 定 住 率 は 基 本 施 策  1 0  に て 指 標 設 定

審 議 会 ・ 委 員 会 な ど の 公 募 委 員 の 割 合 ％ 1 1. 3 現 状 値 よ り 増 加 担 当 課 保 有 の 管 理 台 帳

兵 庫 県 の 附 属 機 関 な ど の 委 員 の 公 募 に 関 す る 指 針 に お け る  1 0. 0 ％ 以 上 を 基 本 の 考 え 方 と し 、 現 状 値 以 上 を め ざ す 。

関 連 す る 個 別 計 画 ・ 宍 粟 市 男 女 共 同 参 画 プ ラ ン

≪ 主 な 取 組 ≫

① - 1 　 市 民 ワ ー ク シ ョ ッ プ 等 多 様 な 参 加 機 会 を 提 供 す る と と も に 、 各 種 団 体 活 動 へ の 支 援 や 生 涯 学 習 、 出 前

講 座 な ど の 機 会 を 通 じ 、 ま ち づ く り の 担 い 手 と な る 人 材 の 育 成 を 図 り ま す 。

① - 2 　 地 域 で の 勉 強 会 等 の 開 催 支 援 や 地 域 づ く り ア ド バ イ ザ ー の 派 遣 等 、 コ ミ ュ ニ テ ィ 支 援 員 や 地 域 お こ し 協

力 隊 な ど を 受 け 入 れ る 地 域 づ く り の 主 体 と な る 団 体 の 育 成 と 受 入 に 対 す る 支 援 に 取 り 組 み ま す 。

① - 3 　 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ 活 動 や  N P O  活 動 等 、 多 様 な 形 態 の 取 組 や 起 業 を 支 援 す る と と も に 、 資 金 調 達 方 法 や

運 営 に 係 る 情 報 提 供 な ど を 行 い ま す 。

① - 4 　 高 校 生 等 へ の 地 域 に 関 す る 情 報 提 供 や 学 び の 機 会 を 創 出 す る と と も に 、 学 生 に よ る 地 域 活 動 を 発 表 す

る 機 会 を 設 け る な ど 、 学 生 の 地 域 に 対 す る 関 心 や 活 動 意 欲 の 向 上 を 図 り ま す 。 　

① - 5 　 地 域 づ く り 活 動 団 体 な ど の 自 発 的 な 情 報 発 信 の 支 援 を 行 う と と も に 、 気 軽 に 意 見 交 換 や 情 報 共 有 を 行

う こ と が で き る 機 会 を 設 け る な ど 、 市 民 が ま ち づ く り に 参 画 し や す い 土 壌 づ く り を 推 進 し ま す 。

② 男 女 共 同 参 画 社 会 の 形 成 （ ★ ）

≪ 施 策 の 方 向 性 ≫
　 家 庭 ・ 学 校 ・ 地 域 ・ 職 場 な ど 、 あ ら ゆ る 場 に お け る 男 女 共 同 参 画 意 識 の 向 上 や 主 体 的 な 参 画 を 推 進 し ま す 。

≪ 主 な 取 組 ≫

② - 1 　 市 民 が 参 加 し や す く 、 男 女 共 同 参 画 の 意 識 向 上 に つ な が る 講 演 会 や 講 座 の 開 催 等 に よ り 、 性 別 に よ る 固

定 的 役 割 分 担 意 識 か ら の 脱 却 を 図 る と と も に 、 男 女 間 の 平 等 の あ り 方 や 性 別 に と ら わ れ な い キ ャ リ ア 選

択 に つ い て の 意 識 を 醸 成 す る た め 、 学 校 や 生 涯 学 習 の 場 に お け る 教 育 や 学 習 機 会 の 充 実 を 図 り ま す 。

② - 2 　 ジ ェ ン ダ ー ギ ャ ッ プ の 解 消 に 向 け 、 審 議 会 ・ 委 員 会 等 や 企 業 ・ 自 治 会 な ど 役 職 へ の 女 性 登 用 割 合 の 向 上

や 、 あ ら ゆ る 分 野 に お け る 政 策 ・ 方 針 決 定 の 場 へ の 女 性 の 参 画 を 推 進 し ま す 。

② - 3 　 あ ら ゆ る 機 会 を 活 用 し 、 多 様 な 性 に 対 す る 理 解 の 浸 透 を 図 る と と も に 、 相 談 体 制 の 充 実 を 図 り ま す 。

③ 女 性 活 躍 の 推 進 （ ★ ）

≪ 施 策 の 方 向 性 ≫
　 女 性 が 自 分 ら し く 仕 事 や 地 域 活 動 の 場 に お い て 活 躍 す る こ と が で き る 環 境 づ く り に 取 り 組 み ま す 。

≪ 主 な 取 組 ≫

③ - 1 　 総 合 的 な 仕 事 の 相 談 窓 口 等 と 連 携 し 、 地 域 や 会 社 な ど に お け る 女 性 の 活 躍 を 推 進 す る た め の 環 境 づ く

り に 向 け た 相 談 支 援 に 取 り 組 み ま す 。

③ - 2 　 子 育 て 支 援 施 策 と あ わ せ 、 女 性 が 社 会 で 活 躍 す る た め 、 キ ャ リ ア に 応 じ た セ ミ ナ ー を 開 催 す る な ど 、 性

別 等 に 関 わ り な く 、 子 育 て ・ 家 事 ・ 介 護 な ど と 仕 事 を 両 立 で き る よ う 、 ワ ー ク ・ ラ イ フ ・ バ ラ ン ス の 実

現 に 向 け た 取 組 を 推 進 し ま す 。

③ - 3 　 地 域 や 企 業 に お け る 女 性 の 活 躍 や 活 躍 を 支 え る 団 体 等 の 取 組 を 情 報 発 信 す る な ど 、 女 性 の 活 躍 に 向 け

た 機 運 を 醸 成 し ま す 。
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◆ 平 成  2 8 （ 2 0 1 6 ） 年 度 か ら 令 和 ３ （ 2 0 2 1 ） 年 度

ま で を 期 間 と す る 第 三 次 行 政 改 革 大 綱 に 基 づ

き  3 0  項 目 の 取 組 を 推 進 し ま し た 。

◆ 第 四 次 行 政 改 革 大 綱 の 基 本 的 方 向 性 は 本 計 画

で 規 定 す る こ と と し 、 取 り 組 ん で い く べ き 個

別 項 目 を 含 む 大 綱 全 体 に つ い て は 別 途 整 理 し

ま す 。

◆ 新 た な 行 政 改 革 に 取 り 組 ま な け れ ば 、 令 和 ９

（ 2 0 2 7 ） 年 度 及 び 令 和  1 1 （ 2 0 2 9 ） 年 度 か ら 財

政 収 支 が 不 足 す る 見 込 み と な っ て い ま す 。

現 状

1 1. 5

実 質 公 債 費 比 率将 来 負 担 比 率

7. 9

8 3. 7

1 0 2. 6

1 3. 41 4. 5

令 和 元 年
（ 2 0 1 9 ）

平 成 3 0 年
（ 2 0 1 8 ）

平 成 2 9 年
（ 2 0 1 7 ）

平 成 2 8 年
（ 2 0 1 6 ）

令 和 2 年
（ 2 0 2 0 ）

（ % ）

0. 0

3 0. 0

6 0. 0

9 0. 0

1 2 0. 0

9. 8

1 1 1. 1
1 1 6. 3

1 1 0. 6

（ 年 度 ）

■ 将 来 負 担 比 率 と 実 質 公 債 費 比 率

資 料 ： 宍 粟 市 調 べ

基 本 的 な
考 え 方

将 来 的 に 厳 し い 財 政 状 況 が 見 込 ま れ る 中 で 、 第 ２ 次 総 合 計 画 を 着 実 に 推 進 し て い く

た め に は 計 画 的 な 財 政 運 営 を 行 っ て い く 必 要 が あ り ま す 。 こ の た め 、 後 期 基 本 計 画

の 中 に 「 健 全 な 行 財 政 運 営 の 推 進 （ 行 政 改 革 大 綱 ） 」 の 理 念 や 考 え 方 を １ つ の 章 と し

て 位 置 づ け 、 施 策 推 進 と 行 財 政 改 革 の 推 進 を 一 体 的 に 整 理 し 、 第 １ 章 か ら 第 ３ 章 ま

で の 施 策 推 進 に つ い て 、 優 先 順 位 を つ け る 中 で 実 施 す る こ と と し ま す 。

課 題

◇ 人 口 減 少 が 加 速 度 的 に 進 む 中 で 、 将 来 に わ た り 市 税 の 減 収 が 予 想 さ れ ま す 。

◇ 本 市 の 財 政 運 営 は 国 か ら の 普 通 交 付 税 に 依 存 し て い ま す が 、 普 通 交 付 税 は 人 口 に よ っ て 算 出 さ れ る

内 容 が 多 く 、 人 口 減 少 の 影 響 を 受 け る こ と か ら 、 さ ら な る 行 財 政 改 革 に 取 り 組 む 必 要 が あ り ま す 。

◇ 財 政 収 支 見 通 し で は 、 令 和 ９ （ 2 0 2 7 ） 年 度 及 び 令 和  1 1 （ 2 0 2 9 ） 年 度 か ら 収 支 不 足 が 見 込 ま れ る た め 、

歳 出 の 抑 制 や 歳 入 の 確 保 な ど 、 資 産 の 有 効 活 用 も 含 め て 、 収 支 不 足 の 早 期 解 消 に 向 け 取 り 組 む 必 要

が あ り ま す 。

◇ 収 支 不 足 の 解 消 に つ い て は 、 可 能 な 限 り 財 政 調 整 基 金 の 取 り 崩 し を 行 わ な い こ と に よ る 健 全 な 財 政

運 営 が 必 要 と な っ て い ま す 。

第 4 章 
健 全 な 行 財 政 運 営 の 推 進

（ 行 政 改 革 大 綱 ）
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① 歳 出 抑 制 に 向 け た 取 組

≪ 施 策 の 方 向 性 ≫
　 公 債 費 や 人 件 費 な ど の 経 常 的 な 経 費 や 補 助 費 等 の 抑 制 、 建 設 事 業 費 の 長 期 ス パ ン で の 抑 制 な ど に よ り 、 目 標

を 定 め て 計 画 的 に 歳 出 抑 制 に 取 り 組 み ま す 。

≪ 主 な 取 組 ≫

① - 1 　 公 債 費 の 繰 上 償 還 を 積 極 的 に 実 施 し ま す 。

① - 2 　 時 間 外 勤 務 手 当 を は じ め 人 件 費 全 体 の 抑 制 に 取 り 組 み ま す 。

① - 3 　 歳 入 の 減 少 が 見 込 ま れ る 中 、 歳 出 を 縮 小 し て い く こ と を 前 提 に 、 事 務 事 業 の 見 直 し を 行 い ま す 。

② 歳 入 確 保 に 向 け た 取 組

≪ 施 策 の 方 向 性 ≫
　 市 税 の 収 納 率 の 向 上 を め ざ す と と も に 、 施 設 使 用 料 等 の 適 正 負 担 や ふ る さ と 納 税 制 度 に 基 づ く 寄 付 金 の 増

加 な ど の 歳 入 確 保 を 図 り ま す 。

≪ 主 な 取 組 ≫

② - 1 　 強 化 月 間 に よ る 一 斉 催 告 や 、 兵 庫 県 及 び 近 隣 市 町 と の 連 携 に よ り 収 納 率 の 向 上 に 取 り 組 み ま す 。

② - 2 　 施 設 使 用 料 等 に つ い て は 、 近 傍 類 似 団 体 と の 比 較 や 施 設 の 維 持 管 理 費 な ど を 検 証 し 見 直 し を 実 施 し ま す 。

② - 3 　 ふ る さ と 納 税 制 度 に 基 づ く 寄 付 金 の 増 加 を め ざ し 、 ポ ー タ ル サ イ ト や パ ン フ レ ッ ト 等 に よ り 本 市 の 特

産 品 な ど の 効 果 的 な  P R  を 促 進 し ま す 。

令 和 ３ 年 度

（ 2 0 2 1 ）

令 和 ４ 年 度

（ 2 0 2 2 ）

令 和 ５ 年 度

（ 2 0 2 3 ）

令 和 ６ 年 度

（ 2 0 2 4 ）

令 和 ７ 年 度

（ 2 0 2 5 ）

令 和 ８ 年 度

（ 2 0 2 6 ）

令 和 ９ 年 度

（ 2 0 2 7 ）

令 和 1 0 年 度

（ 2 0 2 8 ）

令 和 1 1 年 度

（ 2 0 2 9 ）

令 和 1 2 年 度

（ 2 0 3 0 ）

4. 0

2. 0

0

2. 0

4. 0

6. 0

8. 0

1 0. 0
（ 億 円 ）

8. 0

7. 1

8. 2

6. 1

4. 4

3. 6

0. 6

0. 8

1. 7 2. 0

■ 新 た な 行 政 改 革 に 取 り 組 ま な か っ た と 仮 定 し た 場 合 の 財 政 収 支 の 見 通 し （ 一 般 会 計 の 歳 入 歳 出 差 引 額 ）

資 料 ： 宍 粟 市 調 べ

　 市 民 と 行 政 が 共 に ま ち づ く り に 取 り 組 む こ と も 含 め 、 現 行 の 行 政 サ ー ビ ス の 実 施 手 法 で い い の か と い う 視

点 を 常 に 持 ち 、 新 た な 事 業 や 手 法 を 考 え 、 限 ら れ た 職 員 及 び 財 源 の 中 で 行 政 サ ー ビ ス を 向 上 し て い く た め に 、

I C T  技 術 の 活 用 や 職 員 の ス キ ル ア ッ プ 、 組 織 の 見 直 し な ど 課 題 に 対 応 し た 行 政 体 制 整 備 を 常 に 図 っ て い き ま

す 。 こ う い っ た 考 え 方 を 前 提 と し て 、 歳 出 抑 制 、 歳 入 確 保 、 資 産 の 有 効 活 用 に つ い て 、 個 々 に 計 画 を 立 て て 財

政 収 支 の 不 足 の 解 消 に 取 り 組 み ま す 。

個 別 施 策 の 方 向 性 と 主 な 取 組

後 期 基 本 計 画 期 間

（ 令 和 ４ 年 度 ～ 令 和 ８ 年 度 ）
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ま ち づ く り 指 標

指 標 名 単 位
現 状 値
（ R 2 ）

目 標 値
（ R 8 ）

数 値 の 出 所 （ 算 出 方 法 ）

地 方 債 残 高 億 円 5 5 5. 6 5 3 8. 2 決 算 資 料

【 目 標 値 の 考 え 方 】 将 来 世 代 の 負 担 軽 減 を 見 据 え た 財 政 収 支 見 通 し に よ る 地 方 債 残 高 の 減 額 を 目 標 と す る 。

将 来 負 担 比 率 ％ 8 3. 7 6 6. 5 決 算 資 料

【 目 標 値 の 考 え 方 】 市 民 協 働 セ ン タ ー 、 都 市 計 画 道 路 、 学 校 大 規 模 改 修 等 の 大 型 の 建 設 事 業 が 控 え て い る が 、 地 方 債 の 発 行 抑 制 や 繰 上

償 還 な ど に よ り 、 財 政 収 支 見 通 し に お け る 数 値 を 目 標 と す る 。

実 質 公 債 費 比 率 ％ 7. 9 4. 4 決 算 資 料

【 目 標 値 の 考 え 方 】 市 民 協 働 セ ン タ ー 、 都 市 計 画 道 路 、 学 校 大 規 模 改 修 等 の 大 型 の 建 設 事 業 が 控 え て い る が 、 地 方 債 の 発 行 抑 制 や 繰 上

償 還 な ど に よ り 、 財 政 収 支 見 通 し に お け る 数 値 を 目 標 と す る 。

市 税 収 納 率 （ 現 年 分 ） ％ 9 8. 7 9 9 9. 2 0 現 年 分 収 納 額 ÷ 現 年 分 調 定 額

【 目 標 値 の 考 え 方 】 令 和 元 年 度 兵 庫 県 平 均 収 納 率 （ 市 ）9 9. 2 0 ％ を 目 標 と す る 。 ※ た だ し 、 県 平 均 収 納 率 が 増 加 し た 場 合 は そ の 収 納 率 を

目 標 値 と す る 。

公 共 施 設 等 に お け る 延 べ 床 面 積 削 減

率 （ 公 共 施 設 等 の 売 却 や 譲 渡 等 に よ

る 有 効 活 用 を 含 む ）

％ 1. 5 6. 9

担 当 課 保 有 の 財 産 管 理 台 帳

（ 平 成  2 8  年 度 と 比 較 し た 延 床 面 積 削

減 率 ）

【 目 標 値 の 考 え 方 】 現 在 の 施 設 を 維 持 し 続 け る 場 合 、 平 成  2 8  年 度 か ら  4 0  年 間 で 更 新 等 費 用 が 約  3 3 6  億 円 不 足 す る 試 算 と な り 、 延 床

面 積 に 置 き 換 え る と  4 0  年 間 で  2 4. 5 %  の 削 減 が 必 要 と な る こ と か ら 、 公 共 施 設 等 総 合 管 理 計 画 で は 令 和 ７ 年 度 ま

で の  1 0  年 間 で  2 4. 5 %  の  1 / 4  に あ た る  6. 2 %  を 削 減 目 標 と し て い る 。 令 和 ８ 年 度 の 目 標 値 と し て  6. 2 ％ に １ 年 分

を 加 味 し た  6. 9 ％ を 目 標 値 と す る 。

学 校 等 跡 地 の 利 活 用 率 ％ 7 2. 7 8 2. 6 担 当 課 保 有 の 財 産 管 理 台 帳

【 目 標 値 の 考 え 方 】 学 校 等 跡 地 の 利 活 用 に つ い て 、 ５ 年 間 で 最 低  8 0 ％ 程 度 の 施 設 に つ い て 利 活 用 し て い る 状 態 を 目 標 と す る 。

関 連 す る 個 別 計 画 ・ 第 四 次 宍 粟 市 行 政 改 革 大 綱 　 ・ 宍 粟 市 公 共 施 設 等 総 合 管 理 計 画

・ 宍 粟 市 公 共 施 設 等 総 合 管 理 計 画 個 別 計 画 　 ・ 普 通 財 産 の 活 用 に 関 す る 基 本 方 針

③ 資 産 の 有 効 活 用 、 公 共 施 設 等 の 効 果 的 ・ 効 率 的 な 維 持 管 理

≪ 施 策 の 方 向 性 ≫
　 公 共 施 設 等 の あ り 方 に つ い て 毎 年 度 方 向 性 等 を 検 証 す る と と も に 、 財 産 の 貸 付 け や 売 却 な ど に よ る 有 効 活

用 を 図 り ま す 。

≪ 主 な 取 組 ≫

③ - 1 　 森 林 も 含 め た 市 有 財 産 を 有 効 活 用 し 、 貸 付 け や 売 却 な ど に よ る 歳 入 確 保 を 図 り ま す 。

③ - 2 　 公 共 施 設 等 総 合 管 理 計 画 個 別 計 画 （ 分 野 ご と の 公 共 施 設 等 の あ り 方 ） を も と に 、 施 設 全 体 と し て 削 減 を

前 提 と し 、 各 種 施 設 の 方 向 性 等 を 検 証 し ま す 。

第 ４ 章 　 健 全 な 行 財 政 運 営 の 推 進 （ 行 政 改 革 大 綱 ）
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（ 億 円 ）
そ の 他地 方 債国 県 支 出 金地 方 交 付 税地 方 税

0

8 0

1 6 0

2 4 0

3 2 0

2 4 4. 5 2 4 4. 4 2 4 9. 0
2 5 6. 2

2 4 2. 4 2 3 7. 3 2 3 6. 8 2 3 3. 6 2 3 2. 8
2 2 4. 5 2 2 3. 7 2 1 9. 5 2 1 7. 9 2 1 6. 6

4 6. 3 4 6. 7 4 5. 3 4 5. 9 4 1. 24 2. 1 4 1. 3 4 1. 2 4 1. 24 2. 24 2. 44 3. 24 3. 34 3. 04 4. 3

1 0 0. 9 9 6. 5 9 8. 2 9 6. 2
9 2. 79 5. 8 9 7. 0 9 6. 5 9 4. 99 6. 79 6. 39 5. 69 5. 99 5. 49 5. 6

2 3. 3 3 1. 0 3 1. 6 3 0. 7 2 6. 9
3 2. 0 3 1. 2 2 7. 8 2 8. 4

3 4. 03 6. 33 6. 43 6. 33 8. 8

1 7. 71 7. 3 1 7. 4 1 7. 3 1 6. 8
2 1. 12 2. 12 5. 52 3. 52 6. 7

2 4. 9

3 9. 6 3 2. 3 3 7. 0 4 1. 6

4 3. 7

3 4. 4 3 8. 0 3 6. 9 4 1. 8
3 8. 13 7. 4 3 6. 9 3 6. 7 3 6. 63 8. 73 6. 63 6. 13 8. 43 8. 5

9 1. 7

3 0 0. 2

■ 歳 入 額 の 推 移 と 見 通 し

資 料 ： 宍 粟 市 決 算 デ ー タ 、 財 政 収 支 見 通 し
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（ 億 円 ）

0

8 0

1 6 0

2 4 0

3 2 0

そ の 他繰 出 金補 助 費 等物 件 費普 通 建 設 事 業 費公 債 費扶 助 費人 件 費

2 3 8. 7

3 3. 1

3 4. 4

3 8. 0

2 4. 7

2 9. 9

3 3. 7

3 3. 8

2 3 9. 2

6. 3

3 2. 7

3 5. 0

3 1. 0

3 0. 2

3 0. 0

3 2. 3

4 1. 7

2 4 3. 2

3 1. 9

3 4. 2

2 9. 8

2 8. 8

3 0. 4

3 3. 5

4 0. 2

2 4 6. 6

3 2. 2

3 4. 7

2 8. 2

2 8. 1

3 1. 2

3 3. 3

3 9. 3

2 1 8. 6

7. 4

4 3. 2

3 2. 8

2 8. 5

1 7. 0

2 5. 0

2 0. 4

4 4. 4

2 2 0. 9

7. 6

4 3. 4

3 2. 7

2 8. 7

1 4. 3

2 4. 0

2 0. 6

4 9. 6

2 2 4. 5

7. 5

4 3. 6

3 2. 7

3 0. 1

1 4. 0

2 3. 7

2 0. 8

5 1. 9

2 1 8. 9

7. 5

4 3. 3

3 2. 7

2 9. 0

1 3. 8

2 4. 0

2 1. 1

4 7. 6

2 1 9. 6

7. 4

4 3. 0

3 2. 7

2 9. 2

1 4. 3

2 3. 9

2 1. 3

4 7. 9

2 2 8. 4

7. 6

4 3. 6

3 2. 7

3 0. 4

1 9. 9

2 5. 3

2 0. 4

4 8. 5

2 2 7. 6

7. 7

4 3. 6

3 2. 8

3 0. 8

1 9. 2

2 4. 3

2 0. 2

4 9. 1

2 2 8. 5

7. 7

4 3. 2

3 2. 8

2 9. 4

2 3. 0

2 3. 7

1 9. 7

4 9. 0

2 3 0. 2

7. 8

4 3. 1

3 3. 0

2 8. 9

2 3. 7

2 3. 7

1 9. 1

5 0. 9

2 3 4. 4

7. 9

4 2. 9

3 3. 0

3 1. 2

2 3. 6

2 3. 7

1 9. 2

5 2. 9

4 1. 7

3 3. 8

3 3. 9

2 2. 5

2 5. 3

1 7. 6

9 3. 4

2 9 0. 5

1 9. 61 4. 41 1. 1

2 2. 3

■ 歳 出 額 の 推 移 と 見 通 し

資 料 ： 宍 粟 市 決 算 デ ー タ 、 財 政 収 支 見 通 し

財 政 状 況 の 推 移 と 見 通 し
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